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教会祈祷

聖霊降臨主日

年　題「主を望み、主と喜び、主と歩む」

「高慢にならず、不確かな富に望みを置くのでは
なく、わたしたちにすべてのものを豊かに与えて
楽しませてくださる神に望みを置くように。」
テモテへの手紙一6：17

２０２６年 ５月２４日Ｎｏ.２１ ホームページ http://izumo-church.com

出雲・大田・仁摩福音ルーテル教会/浜山グレースチャペル　牧師　清 間 寿 仁
〒693-0054 出雲市浜町494-3　TEL 0853-22-4693　E-mail izumo-lutheran@sky.plala.or.jp

今週の聖書
「あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、
エルサレムばかりでなく、ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果て
に至るまで、わたしの証人となる。」使徒言行録1章8節

礼　拝　式

ヨハネ 20章 19節～23節（新約210P）

３４２

「キリストの証人」 

３４３

　　　　　私たちは神様の家族の一員です。
　　　　　もはや一人ではありません。
　　　　　主の平安をたずさえて行きましょう。
　　　　　家庭に、職場に、学校に。

JK･中高生会・青年会、青少年主事の働きを覚えて。

使徒 2章 1節～12節（新約214P）

使徒信条
われは天地の創造主（つくりぬし）、
父なる全能の神を信ず。
われはその独り子、われらの主
イエス・キリストを信ず。主は、聖霊
によりて宿り、おとめマリアより生ま
れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみ
を受け、十字架につけられ、死し
て葬られ、よみにくだり、三日目に
よみがえり、天にのぼり、父なる全
能の神の右に座したまえり。生け
る人と死にたる人とを裁かんがた
め、かしこより再び来たりたまわん。
われは聖霊を信ず。また、聖なる
キリスト教会、すなわち、聖徒の交
わり、罪のゆるし、からだのよみが
えり、かぎりなき生命を信ず。
アーメン

主の祈り
天にましますわれらの父よ。
願わくは御名を崇めさせたまえ。
御国を来たらせたまえ。
みこころの天になるごとく、
地にもならせたまえ。
われらの日用の糧を、
今日も与えたまえ。
われらに罪を犯す者を、われらが
ゆるすごとく、われらの罪をも
ゆるしたまえ。
われらを試みにあわせず、
悪より救い出したまえ。
国と力と栄とは限りなく
汝のものなればなり。 アーメン

週報
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主なる神だけを望む

主の豊かな恵みに感謝する

主の喜びに満たされ、共に歩む

顕現後第４主日

ヨハネ9章1節～15節（新約184P）
マタイ1章18節～25節（新約1P）永瀬春美姉

「神と共に歩む人は幸いです」　
「神は共に居られます」　

先週の説教　　　「父と御子に結ばれて一つ」　　　清間寿仁

活 動 方 針

ヨハネ 17:1-11 使徒 1:6-14 Ⅰペトロ 4:12-14,5:6-11 詩編 68:2-11,33-36

「わたしは、もはや世にはいません。彼らは世に残りますが、わたしはみ

もとに参ります。聖なる父よ、わたしに与えてくださった御名によって彼ら

を守ってください。わたしたちのように、彼らも一つとなるためです。」ヨ

ハネ 17:11

父なる神と、その御父の子イエス・キリストから、恵みとあわれみと平安が、真

理と愛のうちに、私たちとともにありますように。

ヨハネ による福音書17:1-11は、「大祭司イエス様の祈り」と呼ばれる箇所です。

「大祭司の祈り」。旧約聖書から新約聖書に続く時代、神の民の代表として主の

御前に立ち、彼らの執りなしをしていた大祭司。

イエス様こそ、神様と私たちの間に立たれた真の大祭司であるお方。「父よ、時

が来ました。」と言われた通り、十字架と復活の救いの御業を成就し、罪によって

隔てられていた神様と私たちとの間に立ち、執りなしによって真の和解を与えてく

ださいました。

そして、悔い改めへ導き、信仰という賜物を与えられた私たちの罪を赦し、救い

を与え、私たちが父と御子に結ばれて一つとなるように祈られ、天に昇られたイエ

ス様。

私たちの主なる神イエス・キリストこそ、真の大祭司であり、最初で最後の罪の

贖いの生贄、神の子羊であるのです。

十字架と復活の主なる神イエス・キリストは今日も生きておられます。

主がお与え下さった信仰によって、これからも主を知り、父と御子に結ばれ一つ

にされ、永遠の命を与えられた神の子として生かされて参りましょう。
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「
見

顕現後第４主日

ヨハネ9章1節～15節（新約184P）
永瀬春美姉

「神と共に歩む人は幸いです」　

○

○

○

○

○ 農作業シーズンになりました。農道に駐車はしないようお願いします。

牧会メモ 新約聖書の学び「ルカによる福音書68第十七章、赦し、信仰、奉仕」

報　　　告

本日礼拝後、除草作業・溝掃除(雨天順延)を行います。ご協力をお願いします。

清間師、本日午後、大田教会での説教奉仕があります。お祈りください。

次週JKでｲﾍﾞﾝﾄ｢お出かけJK」で浜山公園へ行きます。お友だちの安全、救いと成長、

働きの為にお祈り下さい。(雨天時は教会で遊びます。)

先日のマリヤカフェ(ｶﾚｰ)純利益8,051円。会堂補修献金させていただきました。

本日の学びは「赦し、信仰、奉仕」ルカ17:1-10です。

つまずき ルカ17:1-2

イエスは弟子たちに言われた。「つまずきは避けられない。だが、それをもたらす者は不幸である。

ルカ17:1

「つまずき」（ギ：スカンダリオン）スキャンダルの原語となった言葉です。この意味を端的に言え

ば「罪を犯させる者」となります。それは「なんと不幸な者か、首にひき臼をつけられ海に投げ込ま

れる方がましだ」とイエス様は言われます。、自己を誇る事無く、自己中心な態度を悔い改め、

主なる神様を信じ、いつも謙遜で「躓かせない者」とされて参りましょう。

戒め、無限に赦しなさい。ルカ17:3-4

「あなたがたも気をつけなさい。もし兄弟が罪を犯したら、戒めなさい。そして、悔い改めれば、

赦してやりなさい。」ルカ17:3

それゆえに、互いに罪を犯さず、高慢にならないよう互いに戒め会いなさいと命じられます。そ

れはただ裁き合い、争い合うのではなく、愛をもって謙遜に主の御言葉を聞き、悔い改め、信じ、

赦しあうことを勧められます。イエス・キリストが十字架に命をかけ、私達の罪全てゆるして下さった

様に、「一日に七回あなたに対して罪を犯しても、七回、『悔い改めます』と言ってあなたのところ

に来るなら、赦してやりなさい。」と勧められます。それは主を信じ、全てを委ね生きる謙遜な者し

か出来ないからです。

信仰 ルカ17:5-6

使徒たちが、「わたしどもの信仰を増してください」と言ったとき、主は言われた。「もしあなたがた

にからし種一粒ほどの信仰があれば、この桑の木に、『抜け出して海に根を下ろせ』と言っても、

言うことを聞くであろう。17:5-6

「つまずかせない」こと、「戒め、赦す」には並大抵な信仰心では駄目だと考えた弟子達は、

「わたしどもの信仰を増してください」とイエスに願います。なぜなら、その心の内は自分の名誉欲

や栄光を求める欲で満たされ、自己を主張する思いで満たされてしまうのが人間であるからです。

しかしイエス様は、そんな彼らの揺れ動く弱い心を見られ、こう御言葉を下さいます。「からし種（最

も小さい物の代名詞）ほどの信仰があればこの桑の木に『抜き出て海に根をおろせ』と言っても

言うことを聞く」。信仰も主から与えられる賜物、それがどれ程小さくとも、主の御力は主を信じ全

てを委ねる貴方が持つ大きな傲慢の罪をも全て消し去り、遜り神を愛し、隣人を愛し、互いに赦し

支え会う遜った神の子として下さるのです。

奉仕 ルカ17:7-10

あなたがたも同じことだ。自分に命じられたことをみな果たしたら、『わたしどもは取るに足りない

僕です。しなければならないことをしただけです』と言いなさい。」ルカ17:7-10

一日中働いた奴隷が帰ってくるなり、座って食事をすることはありません。まず主人のために食

事の支度し、給仕をしてから食べます。それは当然のことです。主イエス様を信じる私達が従うこ

とも、取り立てて特別なことではありません。主なる神様に造られ、命与えられ、生きる者とされた

神の子である私達にとっては「しなければならないことをしたに過ぎない」当たり前のことだからです。

次回は「第十七章、十人の病を癒やす」ルカ17:11-19を学びます。お楽しみに。

参考図書：「早わかり聖書ガイドブック」、「新聖書ハンドブック」他
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（日）

２５日
ﾖｴ2:18-3:2
詩104:24-
34,35b ﾛﾏ
8:18-24

清間師、I・ヴァルボ先生の働きと祝福、兄弟教会
を覚えて。宇井師ご夫妻･在原師ご夫妻･穂垣師の生
活と働き、いのちの水計画を覚えて。(月)

今 週 の 予 定

聖書日課  祈り

２４日
民11:24-30
詩104:24-
34,35b 使
2:1-21 ﾖﾊ
20:19-23

 9:00-　ｼﾞｮｲﾌﾙｷｯｽﾞ
10:30-  礼拝
礼拝後　除草作業・溝掃除
19:30-　夕礼拝
（各礼拝:ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信あり）

年　題「主を望み、主と喜び、主と歩む」テモ
テへの手紙一6：17の御言葉と共に祈り求め歩
めるように｡
教会本会計、諸会計を覚えて。

２６日
ｴｾﾞ39:7-

8,21-29 詩
104:24-

34,35b ﾛﾏ
8:26-27

礼拝に導かれている方を覚えて-山崎さん,佐藤さん,山
内さん,伊藤さん,佐野さん,横木さん,佐藤さん,吾郷博
昭さん･みのりさん,飯島さん,安部千姉のご家族,原淳
子さん,堀江富士夫さん,飯塚慶彦さん、室谷俊貴さ
ん、また主を求める方の為に。

(火）

２８日
ﾖﾌﾞ38:1-
11 詩8 2ﾃ
ﾓ1:8-12a

コイノニア、ベテル聖研、中高生会、青年会、
マリヤ会の祝福のために｡（木）

２９日 駐車場の土地（東隣地）が与えられるように。
各地で起きた災害に遭われた方々のために。（金）

ﾖﾌﾞ38:12-
21 詩8 2ﾃﾓ
1:12ｂ-14

ﾖﾌﾞ38:22-
38 詩8 ﾖﾊ
14:15-17

２７日
10:30- 祈り会

阿式通兄,安部梶姉,安部末一兄,中奥姉,上田姉
の弟さん,佐々木姉､吾郷姉､吾郷みのりさん,永
瀬姉のお母様の癒し､また病の中におられる方
の癒しのために。

（水）

民11:24-30
詩104:24-
34,35b ﾖﾊ
7:37-39

次 週 (5/31) 当 務

説 教 清間師 受 付 中奥姉 音 響 清間貴姉

３０日
ジョイフル･キッズの働き、お友達の救いと成
長のために。全ての礼拝の祝福のために。それ
ぞれの奉仕者を覚えて。

（土）

清間姉
聖 書
朗 読

佐々木姉

掃
除

１ Ｆ 礼 拝 堂 周藤姉

司 式 清間師
聖 餐
片付け

Ｐ Ｊ 清間志姉 １ Ｆ そ の 他

夕 拝
奉 仕

聖 書
箇 所

創1:1-2:4a　詩篇8　Ⅱコリント13:11-13　マタイ28:16-20
「世の終わりまで、いつも共にいる」 　17・471・351・405・65-2・24

教 会
祈 祷

宇井師ご夫婦のご奉仕、いのちの水計画を覚えて。

Ｊ Ｋ
説 教

清間師
夕 拝
説 教

清間師
夕 拝
奏 楽

ヒムＰ

献 金

佐々木姉

聖 餐

清間姉

奏 楽 清間志姉

昼 食

吾郷兄

お 花 佐々木姉 ３ Ｆ

２ Ｆ

◆初めての方でも初歩から学べるバイブルクラス(聖書入門)があります｡ご希望の方は牧師まで｡

◆洗礼はクリスチャン生活のスタートです。洗礼のご希望・ご相談のある方は牧師まで。

(4)


